


台北駐日経済文化代表処 札幌分処表敬訪問 

 

開催日：令和 8 年 4 月２日 

開催地：札幌市 

担当者：台北駐日経済文化代表処 札幌分処長 粘 信士 氏 

          

出席者：大越 拓也（釧路市議会日台友好議員連盟  会長）（文責） 

宮田   団（        同           副会長） 

板谷  昌慶（        同        事務局長） 

松橋  尚文（         同            幹事） 

畑中  優周（        同           相談役） 

  

 

釧路市議会日台友好議員連盟は、台湾との友好促進及び更なる関係強化を目的として

2014年に設立され、これまで様々な交流を通じて釧路地域の活性化に寄与してきた。 

当議員連盟は、釧路日台親善協会をはじめ関係各位と連携し、教育・文化・観光など多方

面にわたる交流を推進している。近年は、釧路北陽高等学校における台湾との相互交流や修

学旅行の実施など、次世代の人材育成につながる取組も継続されている。 

また、釧路市の特別天然記念物であるタンチョウ及びマリモを通じた交流も行われており、

台湾との関係は具体的な連携として発展している。 

 

こうした背景のもと、釧路市議会は令和 8年 2月定例会において、台湾の国際民間航空機

関（ICAO）及び国際刑事警察機構（ICPO）への参加を積極的に支援するよう求める意見書を

可決した。本意見書は、航空の安全確保及び国際犯罪対策の観点から、台湾の国際的枠組み

への参画の重要性を踏まえたものである。 

さらに、釧路市議会日台友好議員連盟として、釧路北陽高等学校の台湾修学旅行における

チャーター便の実現及び台北市立動物園におけるタンチョウ「リーホー」のペアリングにつ

いて、釧路市長に対し要望書を提出した。 

 

これらを踏まえ、令和８年 4月 2日、釧路市議会日台友好議員連盟の役員により、台北駐

日経済文化代表処札幌分処を表敬訪問した。 

当日は、粘信士処長と面談し、これまでの交流の経緯及び現状について説明するとともに、

教育分野における人的交流、観光振興、地域間連携の可能性等について意見交換を行った。 

また、釧路市議会において可決された意見書を持参し、その趣旨についての説明も行った。 

 

本訪問は、これまでの交流を踏まえた意見交換の機会として実施されたものであり、今後

の交流促進に向けた相互理解の深化が図られた。 



 

今後も、釧路市議会日台友好議員連盟として、関係機関と連携しながら、台湾との交流促

進に取り組んでいく。 

 

    

 

 

 

     


